
令和7年１１月

豊島区長記者会見
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【生活衛生課】

パブリックコメント実施

(１) 実施期間

令和7年9月18日（木）から令和7年10月17日（金）まで

(2)周知方法

広報としま10月1日号掲載、
区ホームページ掲載、Ｘ、LINE

(3)閲覧場所

生活衛生課、区ホームページ、行政情報コーナー、
図書館、区民事務所

(4) 提出意見
263件（メール238件、郵送10件、ファクス8件、持参7件）

できるだけ早期に
生活環境の悪化を防止するため
条例改正に着手

「区内全域で実施期間を夏・冬休みに制限する」

「住居専用地域と文教地区では、新規実施の不可」

「手続きルールを強化する」

多数寄せられた区民の不安の声

ごみ出し ポイ捨て住宅前での喫煙騒音

条例改正（素案）

区民

68件

[26%]

区内事業者

89件[34%]

区外に居住

の個人

54件
[21%]

区外事業者

43件
[16%]

不明

9件 [3%]

提出意見

２６３件

区内

区外



民泊条例の改正案
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【生活衛生課】

事業者の意見

 ８４日間では、事業継続が困難。投資回収できない。

 既存事業者は適用除外。または２～３年の経過措置、激変緩和措置を望む。

 すでに制限のかかる期間に予約が入っている場合は、どうすればいいのか。

 規制強化の前に、指導・取り締まりをするべき。

 規制よりも不適切な事業者を取り締まるべき。規制すると闇民泊が増える。

 他自治体への波及を懸念して反対する。（区外事業者からの意見）

区民の意見

 さらに厳格な規制と早期施行を求める。事業の全面禁止、大幅に規制すべき。

 準工業地域、住居地域も規制してほしい。

 見直しに賛成。民泊の申請に対し、地域への配慮が考慮されていない。

 既存事業者に適用しなければ、問題の解決にはならない。

 民泊を事業者寄りから是正し、近隣住民の生活への影響を軽減すべき。

 騒音・ゴミ問題を実感。投資・副業目的に偏り、住環境が悪化している。

 罰則規定の新設、業務改善命令、業務停止命令などの指導を徹底してほしい。

規制に否定的

規制に肯定的

このほか

町会長からのアンケート結果、これまで届いた区民の声 など

民泊の改善を求める切実な訴えが多数



民泊条例の改正案
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【生活衛生課】

事業者の意見も取り入れつつ

区民の暮らしを守ることを最優先

１ 区域と期間

条例改正（素案）
を修正

年間１２０日間 に限定

（春休み・夏休み・冬休み）
年間８４日間 に限定
（夏休み・冬休み）

素案

期間の制限
（区内全域）

既存施設にも適用

改正案

区内約７０％のエリアで

すべての期間 制限
（住居専用地域、住居地域、準工業地域、文教地区）

区内約５０％で

すべての期間 制限
（住居専用地域、文教地区）

素案

新設区域の制限

改正案

罰則規定の新設
（区域と期間の制限に違反した者に対しては、５万円以下の過料を科す）

指導、勧告、公表の規定を追加

２ 事業者への指導・監督



民泊条例の改正案
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【生活衛生課】

規制区域イメージ図

新設区域の制限 区内約７０％のエリアですべての期間 制限 （住居専用地域、住居地域、準工業地域、文教地区）



民泊条例の改正案
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【生活衛生課】

令和８年１２月１６日令和８年７月２１日

３ 適用日（予定）

条例改正から
約１年間の経過措置

素案 改正案

◆令和７年１１月１２日 令和７年第４回区議会定例会

～１２月２日 （パブリックコメント実施報告／条例を上程）

◆令和７年１２月（予定） 改正条例の公告・施行

今後のスケジュール

※区域と期間の制限は、令和８年１２月１６日から適用



民泊条例の改正案
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【生活衛生課】

• 事前説明会の実施
• 海外在住事業者に対する日本国内在住代理人の選定
• 町会加入の協議実施
• トラブル発生時、区民の要請に応じて話し合いの場を設置

手続きルールの強化

• 対面による鍵の受け渡し

• 通報時 ３０分以内の現場への駆け付け

• 事業開始前の周辺住民への周知義務

など

現行の豊島区ルール（一例）

届出住宅毎に、2か月に一度

実績がない場合であっても報告が必要

約1,800件の届出のうち、

４３３施設（約２５％）が定期報告していない
(10/15時点)

地域でトラブルなどが発生しても、迅速に対応する体制構築が不十分

区長への定期報告を義務付け



民泊条例の改正案
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【生活衛生課】

実行性のある具体的な対策を着実に実施し

適正な民泊運営と区民が安心して暮らせる住環境を確保します

住宅宿泊事業にかかわる条例改正等検討会実施 第１回 令和７年 ９月 ９日
第２回 令和７年１０月２３日

７年以上、地域住民は、

騒音やゴミの問題に我慢して
きた。民泊事業者を信頼でき
ない、受け入れられない状態
になっている。

区の観光資源を最大限活かし
つつ、生活環境へのリスクを
抑えていかないと持続的な観
光振興にはつながらない。

魅力ある民泊にしていくために
は、事業者は適正に運営し、地域
との信頼回復や理解を高めていく
ことが求められている。

メンバー：立教大学法学部長 原田久 教授
立教大学観光学部観光学科 西川亮 准教授
町会連合会、観光協会、区内事業者、巣鴨ホテル旅館業組合、池袋警察署、豊島消防署 計8名

有識者・関係団体・区内事業者・行政機関等で構成

検討会で出た主な意見

今後の検討課題 ●区内民泊の運営状況や、区による事業者への指導･監督の状況を踏まえた対応

●適正に運営している事業者への対応 ●必要に応じた条例の見直し



物価高騰に対する継続支援（政府備蓄米）
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政府備蓄米の配付開始

初回配付

１１月１０日（月）

区内２０の食糧支援団体に
（子ども食堂・高齢者のための誰でも食堂・フードパントリーなど）

計１トンのお米を配付

【自立支援担当】



物価高騰に対する継続支援（政府備蓄米）
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食事提供

⑦米配布

④配付申込

⑥米配付 支援団体が直接取りに行く

政府備蓄米を活用した

フードバンク拠点化スキーム

20団体
計1トン

11/10配付

【自立支援担当】
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子ども食堂に対する補助
の増額

子ども若者支援事業者へ
の補助

子ども若者課 子ども若者課

年間の利用者数に応じ、補助
上限額を7,200円～18,000円の
範囲で引き上げ

内容 内容

区内で子どもやその保護者へ
の食事と交流の場を提供する
子ども食堂
（約15団体)

対象

昨年度要した食料費の10％を
上限に補助を行う

子ども若者支援を行う
NPO法人等
（約10事業者）

対象

高齢者のための誰でも
食堂に対する補助の増額

高齢者福祉課

内容

対象

現行の運営経費補助額の
10％を最大半年分補助する

区内で高齢者のための誰でも
食堂を運営する団体
（12団体）

食料支援を行う団体に対する支援



物価高騰に対する継続支援
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介護サービス事業所
への支援金支給

障害福祉サービス事業所
への支援金支給

幼稚園・保育所等
への支援金支給

介護保険課 障害福祉課 保育課

事業所等に対する支援

区内介護サービス事業所
（113事業所）

対象

区内地域活動支援センター
（10施設）

私立幼稚園・認可保育所・
認可外保育所等（139施設）

対象 対象

東京都が実施する物価高騰緊急対策事業を活用した支援金のほか、
都補助対象外となる事業所等に対し、区独自に支援金を支給



①多様性の尊重・多文化共生／②こころと体の健康づくり

区民による事業提案制度
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【企画課】

区分 事業名（投票時における名称） 概要 得票数

健康
キッチンカーによる
「まちかどカフェ」のオープン

外に出る機会の少ない方々に対し、身近な
公園等への外出のきっかけと憩いの場を提供

310

健康 ケアする人が、ケアされる時間
仕事や家庭でケア・育児等を行っている方々に、
気持ちの共有や息抜きをする機会等を提供

206

多様性・多文化
食やアートを通じた
多文化交流イベントの実施

各国の伝統的な料理の提供やアート体験等を
通じて、様々な文化への理解を促進

198

多様性・多文化
多様性への理解と意識変容に向けた
子育て世帯の居場所づくり

国籍に関わらず妊婦や子育て世帯が安心して
集える場を提供し、無意識な偏見や他者との
違いを理解するための講座等を実施

159

得票数の多い4件を

事業化検討対象事業に選定！

事業提案件数

65件

投票対象事業

8件

総投票数

計１,346票

令和７年度 提案テーマ



区民による事業提案制度
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【企画課】

4件について事業化内容を検討

今後の予定

295人
[49%]

100人
[16%]

95人
[16%]

76人
[12%]

24人
[4%]

16人
[3%]

40代 20代以下

30代

50代

60代 70代以上

投票者数

606人

投票者内訳

令和8年度予算案において
事業内容を公表

区議会の議決を経て予算化

～１２月

２月上旬

3月下旬



区民による事業提案制度
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【企画課】

単位：千円

過去の採択事業

採択事業名 予算額

公園の日陰化 ９，３１８

空き店舗活性プロジェクト ９，８７０

未利用地の有効活用 ２，０００

としまベンチプロジェクト ３，２５３

スポーツのチカラで
子どもたちの健康な未来を
築こう

１０，０００

外国人支援体制の強化 ８，８２７

Ｒ５採択

採択事業名 予算額

LINEを活用したオンライン
申請等プラットフォームの導入

４，６８６

保育園の連絡手段の
オンライン化

１，３５０

サイネージを活用した
災害時の情報発信

３８５

町会活動デジタル化促進 ３，０００

防災を楽しく学ぶ
体験型イベント

３，５００

Ｒ６採択 単位：千円

計 ４３，２６８ 計 １２，９２１



企業等による事業提案制度
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【シティプロモーション課】

企業等が実施する事業を区が支援する共創制度

募集期間：
令和7年７月1日（火）～９月３０日（火）24件の提案がありました！

テーマ 件数

１、地域と共に支えあう安全・安心なまち 6

２、子育てしやすく、子ども・若者が自分らしく成長できるまち 4

３、生涯にわたり健康で、地域で共に暮らせる福祉のまち 2

４、豊かな心と活発な交流を育む多彩な文化のまち 4

５、活気とにぎわいを生みだす産業と観光のまち 4

６、共につくる地球にも人にもやさしいまち 4

募集テーマ別内訳

提案企業数 21社（区内10社、区外11社）



企業等による事業提案制度
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【シティプロモーション課】

企業提案制度

制度主旨
豊島区をよりよくしたい企業等から

地域課題の解決につながる具体的な提案をしてもらい、

企業等のノウハウを活用して実施する事業に対し区が支援

実施主体
(責任主体) 事業者

対象者
民間の企業・団体等

（区内外を問わず）

上限額 500万円/年（総事業費の１/２）

期間 最長３年間



企業等による事業提案制度
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【シティプロモーション課】

11月12日（水）

12月12日（金）

区民の皆さんによる投票と、財務・経営に詳しい外部有識者を交えた
審査委員会を経て、事業を決定します。
ぜひ、投票にご参加ください！！

投票期間

区民投票を実施します
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日本全国のアニメやまんがの“聖地”を紹介するイベントで、

今年は規模を拡大してサンシャイン通りにもブースを設置。

全国から集まった自治体ブースではアニメ作品のグッズや

ご当地グルメ・限定物産品が楽しめます。

また、人気作品のイベントや声優による“聖地”にまつわる

トークショーや、アニメ × 伝統工芸のスペシャルプログラム

も実施します！

アニメ＆まんが 聖地EXPO２０２５

20
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【マンガ・アニメ・トキワ荘担当】

会 場

主 催 アニメ＆まんが 聖地EXPO実行委員会
（豊島区/株式会社アニメイト/一般社団法人アニメツーリズム協会）

／独立行政法人日本芸術文化振興会／文化庁

日 時

問合せ マンガ・アニメ・トキワ荘担当
マンガ・アニメグループ

０３－４５６６－２７５８

豊島区立中池袋公園 、としま区民センター

サンシャイン通り（《未来の燈》周辺）

令和７年11月8日（土） １１時～１９時

11月9日（日） １１時～１８時

2025年はイメージキャラクターが登場！
左：九重青真（ここのえせいま CV.濱野大輝）
右：御影澄人（みかげすみと CV.天﨑滉平）

～文化庁「日本博2.0」採択事業～



犯罪被害者等支援条例制定記念シンポジウム
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【福祉総務課】

会 場

令和7年7月31日に制定された「豊島区犯罪被害者等

支援条例」を記念してシンポジウムを開催します。

一般社団法人「関東交通犯罪遺族の会」（通称・あいの

会）の副代表理事である松永拓也さんの記念講演をは

じめ、パネルディスカッション、パネル展示などを実施し

ます。

主 催 豊島区

日 時

問合せ 福祉総務課 計画・施策推進グループ

03-4566-2422

としまセンタースクエア(区役所１階)

令和7年11月15日（土）

14時～16時30分

松永 拓也 氏
（一社）関東交通犯罪遺族会（あいの
会）副代表理事
2019年4月に発生した池袋暴走事
故被害者遺族。「妻と娘の命を無駄
にしない。」という想いから交通事
故撲滅、犯罪被害者支援の拡充、
誹謗中傷問題の解決などに向けた
活動を行っている。

事前

申込制

記念講演 講師

14時10分 記念講演

「犯罪被害の生まれない社会へ ～遺族の思い」
一般社団法人関東交通犯罪遺族の会（あいの会）副代表理事 松永 拓也氏

14時55分 講義・説明

「途切れない支援について」 帝京平成大学教授 大塚 淳子氏

「豊島区犯罪被害者等支援条例について」
豊島区福祉総務課長 小林 拓

15時40分 パネルディスカッション

「自治体にのぞむ犯罪被害者等支援」
コーディネーター： 帝京平成大学教授 大塚 淳子氏

パネリスト：

新全国犯罪被害者の会（新あすの会）会員 近藤 さえ子氏

一般社団法人関東交通犯罪遺族の会（あいの会）副代表理事 松永 拓也氏

公益社団法人被害者支援都民センター相談支援室長 阿久津 照美氏



動物愛護フェスティバル2025
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【生活衛生課】

９月の動物愛護週間にちなんで昨年初開催された動物愛

護フェスティバル。今年は涼しい１１月に実施します！

屋外会場では「同行避難時に役立つドッグトレーニング」や

「長寿犬表彰」、屋内会場では「ペット防災講座」や「親子動

物教室」などを開催。区民限定プレゼント抽選に応募でき

るスタンプラリーも実施予定です。

令和７年１１月２２日（土）

10時～15時

としまみどりの防災公園(IKE・SUN PARK)

（東池袋4-42）

池袋保健所 （東池袋4-42-16）

生活衛生課 管理・事業グループ
03-3987-4175

豊島区

のら猫クロッチが
今年も来るよ！

日 時

会 場

主 催

問合せ

屋外会場

屋内会場
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0４
【子ども家庭支援センター】

会 場

11月は「秋のこどもまんなか月間」また、「オレンジリボ

ン児童虐待防止推進キャンペーン」の期間です。

11月29日にはその締めくくりとして、1日を通して児童

虐待防止のイベントを行います。

共催 豊島区

日本こども支援協会

明治安田こころの健康財団

日 時

問合せ 子ども家庭支援センター

連携調整グループ 03-6858-2302

①③ としまセンタースクエア(区役所１階)

② 区児童相談所～区役所

11月は

コラムニスト 犬山紙子さん・俳優 東ちづるさんを
ゲストに迎えます令和７年11月29日（土）

①トークイベント 10時

②オレンジリボンたすきリレー 13時30分

③児童虐待防止区民講演会 15時

トークイベント

ネット・ゲームが子どもたちの
心と体にもたらす影響

講演会

児童相談所～としまセンタースクエアまでの
約１０キロをたすきリレー！

オレンジリボン
たすきリレー

テーマ

久里浜医療センター
三原 聡子 氏

講師
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0５
【障害福祉課】

健康や社会福祉、ボランティア活動の啓発と、世代や障害

の有無を超えた区民参加と交流を目指して開催するイベ

ントです。

障害福祉施設の自主製品販売や、福祉団体の活動紹介な

どを行うたくさんのブースが出店しています。

日 時 令和7年12月7日（日）

10時～15時

会 場 としま区民センター（東池袋1-20-10 ）
中池袋公園（東池袋1-16-1）
パークプラザ前イベントスペース
（東池袋1-19-1）

主 催 豊島区、豊島区民社会福祉協議会

問合せ 障害福祉課 管理・政策推進グループ
０３－３９８１－1766

新保健所プレイベント
ふくし健康まつりIKEBUS健康測定ブース

健康施策に関する連携協定を締結した
慶應義塾大学SFC研究所と共同で、
体組成計を使ったAI実証実験や
骨密度測定などを実施します。
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0５
【障害福祉課】

福祉体験コーナー
・ 補助犬を知ろう
・ 薬剤師会区民公開講座
（※要申込み）
講演会『趣味と生きる』

・ パラスポーツ体験
（チャレスポ！TOKYO）

・ プチ手話教室
など

健康体験コーナー
・測定体験 （骨密度・脳年齢など）

・薬なんでも相談
・口腔衛生
・キャラクター石膏人形の
色塗り体験 など

合計３９団体が参加！

としま区民センター

・ IKEBUS車内での健康測定、
体組成計を使ったAI実証実験

など

パークプラザ周辺

・ 女の子のからだの
お悩み相談カフェ

中池袋公園
魅力たっぷりなステージ

製品販売・模擬店・バザー

ステージイベント
・としまる体操、合唱、演奏、バンド
（出演者：スノードロップ楽団、飛鳥未来高校
混声合唱団みみずく、SUPLIFE、宇崎 真里愛）

障害のある人もない人も 一緒に歌って踊ろう！
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0６
【マンガ・アニメ・トキワ荘担当】

会 場 豊島区立トキワ荘マンガミュージアム

(南長崎3-9-22)

主 催 豊島区

後援：公益財団法人としま未来文化財団

会 期 令和７年１２月６日（土）～

令和８年３月２２日（日）

※休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）

※会期中、一部作品入替予定

問合せ マンガ・アニメ・トキワ荘担当
トキワ荘マンガミュージアムグループ

０３－5992－7018
© いのまたむつみ

2024年3月に急逝した、いのまたむつみ先生の40年

以上にわたるアニメーター・イラストレーターとしての活

動をたどる回顧展です。アニメやゲームのイラストや、今

回初公開となるマンガ原稿を含む貴重な原画作品約６０

点以上を展示します。

トキワ荘マンガミュージアム特別企画展
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